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香川県の年齢別_人口構造

3出典：国勢調査（2020年） 出典：国立社会保障・人口問題研究所（2023年推計）



年齢別・性別_社会増減（県外から転入-県外へ転出）

香川県 2023年 香川県 2014～2023年の推移

若年層（20～34歳）性別_社会増減の推移
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出典：香川県人口移動調査報告（2014年～2023年）
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年齢別・性別_就業率

出典：総務省「国勢調査」（1995年、2020年）をもとに子ども政策課で作成
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年齢階級別_未婚割合の推移（25～39歳）
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香川県

中央値 30歳以下で結婚する割合
2000年 27歳 80.8％
2015年 28歳 70.3％
2023年 27歳 72.0％



あなたは、将来結婚すると思いますか（事実婚を含む）
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あなたは、将来結婚したいですか（事実婚を含む）

出典：香川県「高校3年生意識調査」（2023年） 9

高校3年生意識調査



○ 「将来結婚したい・どちらかと言えばしたい（事実婚を含む）」 3,917名

このうち、「実際には、たぶんしないと思う・絶対にしないと思う」196名

５％

→ その理由（複数回答）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人でいる方が、精神的な負担が少ないから

恋人・パートナーがいない/見つからないと思うから

自由を失いたくないから

経済的に難しいと思うから

子どもを育てたいと思っていないから

家庭を築くよりも優先したいことがあるから

家事などの生活における負担が増えるから

結婚せず、自身の親や兄弟姉妹と暮らしたいから

周りの人にしない方が良いと言われるから

その他

80.6％

出典：香川県「高校3年生意識調査」（2023年）

【その他の意見】
・価値観が合うパートナーが見つかりそうにない
・恋の仕方がわからない
・異性運が良くない
・暴力を振るう父親を見ると、結婚したいが現実には難しい
・子どもはほしいけど、結婚は嫌
・容姿が優れていない
・家族にできないと思う、と言われる
・マイペースだから
・他人に気遣いをし続けられる心の余裕がない
・人と暮らすのが苦手
・コミュニケーション力がない
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0% 20% 40% 60% 80%

好きな人と一緒にいたいから

自身の家庭を持ちたいから

子どもを育てたいから

精神的に安定するから

親や親せきを安心させたいから

経済的に安定するから

恋人・パートナーが結婚を希望し…

役割分担ができ、家事などの生活…

周りの人にした方がよいと言われ…

その他

男性 女性
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一人でいる方が、精神的な負担が少…

恋人・パートナーがいない/見つか…

自由を失いたくないから

経済的に難しいと思うから

子どもを育てたいと思っていないから

家庭を築くよりも優先したいことが…

家事などの生活における負担が増え…

結婚せず、自身の親や兄弟姉妹と暮…

周りの人にしない方が良いと言われ…

その他

男性 女性

周りの人にしない方が良いと
言われるから

家事などの生活における
負担が増えるから

一人でいる方が、
精神的な負担が少ないから

家庭を築くよりも優先したい
ことがあるから

将来結婚すると思う理由（複数回答） 将来結婚しないと思う理由（複数回答）

出典：香川県「高校3年生意識調査」（2023年）

高校3年生意識調査
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恋人・パートナーが結婚を希望
している/希望すると思うから

役割分担ができ、家事などの生活に
おける負担が減るから

恋人・パートナーがいない/
見つからないと思うから

結婚せず、自身の親や兄弟姉妹と
暮らしたいから

周りの人にした方が良いと
言われるから
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妊娠・出産
出生数の推移

出典：厚生労働省「人口動態統計」（2005～2023年）
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将来、子どもを持つにあたり、障壁となる可能性が高いと思うもの

出典：香川県「高校3年生意識調査」（2023年） 13

香川県

（複数回答）

高校3年生意識調査

持ちたい・どちらかと言えば持ちたい
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全出生数のうち出生順位別割合の推移
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出典：厚生労働省「人口動態統計」（1997～2022年）

子どものいない世帯の割合（妻の年齢30～49歳世帯）
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出典：総務省「就業構造基本調査」（2007～2022年）
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世帯収入

1人 ２人 3人以上子どもの人数

世帯収入別_子どもの人数別の割合

出典：香川県「子どもの生活状況調査」（2024年）

子どもの生活状況調査
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夫・妻_育児休業等の利用率の推移
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子育て

家事関連時間 …「家事」「介護・看護」
「育児」及び「買い物」

の合計

夫・妻_家事関連時間の推移
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25.6%
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19.5%
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妻

育児休業等制度 …「育児休業」
「短時間勤務」
「子の看護休暇」等

出典：総務省「就業構造基本調査」（2012～2022年）

（６歳未満の子どもを持つ世帯）

※６歳未満の子どもを持つ世帯の総数には、非正規雇用者や無業者等を含む。
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子育てのことで相談できなかったことはありますか

24.5%

68.8%

6.7%
ある

ない

無回答

54.8%

9.7%

14.4%

3.3%

35.2%

0% 50% 100%

だれ（どこ）に相談すればよいのかわからな
かった

相談先への連絡方法や場所がわからなかった

相談受付時間が限られており、時間内に行けな
かった

場所が遠くて、相談に行けなかった

その他

相談できなかった理由

だれ（どこ）に相談すれば
よいのかわからなかった

相談先への連絡方法や
場所がわからなかった

相談受付時間が限られており、
時間内に行けなかった

場所が遠くて相談に行けなかった

その他
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41.9 

38.3 

27.8 

22.9 

15.6 

13.1 

6.9 

3.2 

0 20 40 60 80

子どもの就学にかかる費用が軽減さ
れること

育児休業（男性の育児休業を含む）
や子の看護休暇等を取得しやすい…

男性が家事や育児に参画すること

子どものことや生活のことなど、悩
みごとを相談できること

病気や出産、事故などの事情があっ
たときに、一時的に子どもを預け…
病気や障害のことなどについて専門

的な支援を受けられること

就職のための支援が受けられること

一時的に必要となる資金を借りられ
ること

住宅をさがすための支援を受けられ
たり、住宅費を軽減されること

民生委員、児童委員、地域の人たち
から支援を受けられること

その他

（％）
子育てに必要・重要だと思うこと

子どもの就学に係る費用が
軽減されること

育児休業（男性含む）や子の看護休暇等を
取得しやすい職場環境が整っていること

男性が家事や育児に参画すること
子どもや生活のことなど、
悩みごとを相談できること

病気や出産、事故などの事情があったときに、
一時的に子どもを預けられること

病気や障害のことなどについて
専門的な支援を受けられること

就職のための支援が
受けられること

一時的に必要となる資金を
借りられること

住宅を探すための支援を受けられ
たり、住宅費を軽減されること

民生委員、児童委員、地域の人たち
から支援を受けられること

その他

出典：香川県「子どもの生活状況調査」（2024年） 16
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55.8%

52.3%

35.9%

37.4%

41.1%

51.4%

6.1%

5.5%

11.4%

0.7%

1.1%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上の方・
やや上の方

まん中あたり

やや下の方・下の方

49.9%

49.4%

42.1%

40.8%

6.7%

9.0%

1.3%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している

参加していない

学習成績×生活の満足度

学習成績

クラブ活動・部活動・スポーツ少年団の参加状況×生活の満足度

出典：香川県「子どもの生活状況調査」（2024年）

生活の満足度
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今より満足した生活を送るために必要なこと
（満足度【高】【低】の子どもの比較）

満足度【高】（10～8） 満足度【中】（7～4） 満足度【低】（3～0） 無回答
子どもの生活状況調査

上の方・
やや上の方

まん中あたり

やや下の方・
下の方

新しいことを学べたり、やり
たいことにチャレンジできる

自分の自由に使える
お金が増える

家族に自分の希望や
意見を聴いてもらえる

学校の先生や周りの
大人が自分の状況を
よくわかってくれる

同じ悩みを抱える人と
話せる場がある

家事やきょうだいなどの
世話をしてくれる人がいる

今の生活を変えたくない

その他

特にない

自分の悩みを相談したり、
話せる人がいる
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49.5%

39.3%

41.9%

47.0%

7.4%

13.0%

1.3%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども

保護者

（保護者）最近の生活の満足度（子どもとの比較）

子育てのことで頼れる人の有無×生活の満足度

41.6%

12.9%

28.1%

47.3%

39.6%

52.3%

10.7%

46.0%

19.0%

0.4%

1.4%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる

いない

頼らない

（子ども）生活の満足度×（保護者）生活の満足度

48.1%

32.5%

25.0%

43.1%

50.6%

49.5%

8.1%

16.4%

23.9%

0.7%

0.6%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの満
足度【高】

子どもの満
足度【中】

子どもの満
足度【低】

高 中 低 無回答

出典：香川県「子どもの生活状況調査」（2024年）

保護者の満足度

満足度【高】（10～8） 満足度【中】（7～4） 満足度【低】（3～0） 無回答
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まとめ

若年女性の県外転出

既婚女性の就労増、 給与格差

未婚割合上昇
初婚年齢の中央値は27～29歳で変化なし
高校３年生の約75%が結婚したい

相手との出会い
男性と女性で結婚や子育て感に意識の差
出生数の減少加速化

仕事との両立、精神的・身体的負担

収入と出産

子育てに必要と思うこと

子どもの生活満足度

保護者の生活満足度

社会・雇用・労働 結婚・妊娠・出産

子育て 生活満足度

頼れる人がいる

意見を聞いてもらえる
自分の状況をわかってもらえる
悩みを相談したり話せる人がいる就学費用の軽減

職場環境
男性の家事・育児参加
悩みごと相談

収入と結婚

0人→1人 1人→2人
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参考：香川県が実施した調査の概要

１ 調査目的
若い世代の結婚や子育てに対するイメージ把握

２ 調査対象
県内の下記高等学校等に在籍する３年生 計 7,977名
・県立高等学校（全日制）
・県立特別支援学校
・高松市立高等学校
・私立高等学校（全日制）
・香川高等専門学校

３ 回答数
5,237名 （回答率65.7％）

４ 調査方法
高等学校等を通じてWeb及びアンケート
用紙による回収

５ 調査期間
令和5年10月19日～12月28日

高校3年生意識調査
１ 調査目的

県内の子どもの生活状況や支援制度の利用状況等の把握

２ 調査対象・回答数
県内の下記学年の児童・生徒並びにその保護者
（各学年の児童・生徒数の25%を抽出）

３ 調査方法
住民基本台帳を基に無作為抽出
郵送配付・郵送回収またはWeb回答

４ 調査期間
令和６年２月６日～３月６日

学年 種別 配付数 回答数 回答率

小学５年
保護者 2,024 938 46.3%

児童 2,024 905 44.7%

中学２年
保護者 2,117 911 43.0%

生徒 2,117 868 41.0%

高校２年
保護者 2,077 836 40.3%

生徒 2,077 783 37.7%

計
保護者 6,218 2,685 43.2%

児童・生徒 6,218 2,556 41.1%

子どもの生活状況調査



こどもの声



22▶ 子ども・子育て支援会議において、子ども・若者委員の委嘱を検討中

こどもの声を聴く取組み
みらいのわ かがわ

対面での聴取 ▶ こども食堂や児童養護施設などでの意見聴取を実施

子ども・子育て支援会議



次期計画策定のスケジュール
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スケジュール

１月 ２月 ３月

令和６年度
令和７年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

令和７年度
令和７年

今回

支援会議
（第1回）

・現状・課題把握
（少子化対策）

支援会議
（第2回）

・課題把握
・めざすところ

支援会議
（第3回）

・骨子(案)
・施策体系(案)

支援会議
（第4回）

・計画(素案)

支援会議
（第5回）

・計画(案)

パブリック
コメント

計画
策定

令和８年




